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　「どこの地域にも、その地域ならではの良さがあ
る。自分の地域の良さを再認識してほしい」。今年
３月登米町の歴史や自然、食文化をまとめた『登
米探訪』を自費出版した須藤さん。
　前登米小学校長の須藤さんが、本を書いたきっ
かけの一つは東日本大震災。震災当時、気仙沼市
内の小学校に勤務していた。日常の当たり前が、
一瞬でなくなることを目の当たりにした。学校の
歴史や美しい自然、地域の資源を記録として残し
ておかなければと。その思いが強くなり、校長を
歴任した小学校でこれまで3冊の本を発行した。
　1983年から 6年間、登米小学校の教諭を務め、
2013 年に校長として再赴任。定年までの２年と
いう限られた時間の中で休日を利用し、資料や文

献を調べ取材。写真や分かりやすい解説文で、誰
にでも読んでもらえるよう心掛け編集した。江戸
時代からの歴史や美しい自然、今回は人と土地の
繋がりにもスポットをあて、初めて食文化にも触
れた。また「自分の生まれ育ったふるさとを知り、
ふるさとに誇りを持って生きていく子どもたちが
育っていくことを願っています」と、あとがきに
書いたとおり、本稿の随所で子どもたちへの思い
が書かれている。
　登米に暮らし、地元を愛する須藤さん。「これ
まで支えてくれた人たちにお返ししたい」と、現
在は観光ガイドボランティアとして活動している。
訪れた人にも分かりやすく登米の良さを伝えたい。
　今日も須藤さんは笑顔で出迎える。
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